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1. はじめに
　アウグスティヌスは自身の初期の作品『ソリロクィア』（Soliloquia, 386-387）や『魂
の不滅』(De immortalitate animae, 387)においては、新プラトン主義、すなわち観照の
生活のように理性による認識を重視し、感性的なものによって生じる情念の動揺は低
く評価する観点に立っていた。ところが司教叙階後に書いた『告白録』（Confessiones, 
397-400）においては、新プラトン主義的要素を保存しつつも、初期とは違って根本
的に変わった精神的な雰囲気を現す。金子によると、そのような変化は、特に実存的
性格をもつ、内面性としての心の概念を通して現れているという (1)。
　本研究においては『告白録』に表れる心の概念そのものではなく、心の概念の重要
な要素といえる心の不安に集中して考察する。次章で詳論するが、この心の不安は、
(1)心の概念の根本規定として、(2)人間存在の原理（das Gesetz）として、(3) 神によっ
て揺り動かされる「上への胸騒ぎ」として、（4）人間実存の基礎概念（Grundkategorie）
として、(5)神への傾向 (Richtung)と神崇拝への衝動 (Drang)を意味する人間内面の素
質 (Anlage)として、(6)そして神自身によって意図された一つの存在法則（Seinsgesetz）(2)
として理解されてきた。このような意義をもつ心の不安の意味をより正しく解明する
ことができれば、心の概念の最も重要な部分のみならず、人間存在の最も深いところ
に触れることができるであろう。
　さらにマクスザインや金子などの研究者はこの心の不安から、心の志向性として
の ad te、神への対向性としての ad teが引き起こされると論じる。本研究は、『告白
録』において心の不安から引き起こされる ad te(3)とその反対の意味を持つ abs te（a 
te）の用例をすべて分析することによって、ad teと abs te（a te）の神学的意味を探り、
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（1）金子晴勇『アウグスティヌスの人間学』，創文社，1982，229-231頁．
（2）Werner Schultz, Die Theologia Cordis bei Augustin und Schleiermacher, in Schleiermacher und der 
Protestantismus, 1957, S.105. (1)~(5)については先行研究において論じる。
（3）  Anton Maxsein, Philosophia Cordis: Das Wesen der Personalität bei Augustinus, Salzburg : O. Muller, 1966, S.46. 
アントン・マックスザイン（Anton Maxsein）は、『心の哲学：アウグスティヌスにおける人格性の本質』
という著作において、心が人間個人の中心的なものとして硬直しているのではなく、運動、すなわち
内的強さという意味を持つダイナミズム（Dynamika）を持つといい、それを明らかにするため『告白録』
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心の志向性もしくは神への対向性として捉えられる ad teが「存在への欲求」という
アウグスティヌスの内的関心を表していることを解明する。そうすることによって、
存在への欲求が心の不安と深く関わっていることを明らかにしようとする。
2. 先行研究 (4)
　ここで紹介する先行研究はすべて『告白録』の次の箇所を用いて心の不安の意味に
ついて論じる。
　「あなたはあなたを讃美するのを喜ぶようにかきたてます。なぜならあなたは私た
ちをあなたに向けて（ad te）造られたためです。私たちの心はあなたの中で安らうま
で不安です (5)。」（1:1:1） 
　グァルディーニはこの個所の根底にアウグスティヌス的人間観があるといいなが
ら、人間が神との出会いに投げられている現実性に注目する。この人間は自己の中に
完成されていないが、神に行くように呼ばれており、神に向かっていく時初めて、神
の前で本来の自己と真理の平和を発見する。彼によると、この不完全な存在が神に呼
ばれ、神に向かい、神との出会いの中で平和を見つけることを可能にするのが、存在
の原理（das Gesetz）としての内的不安（eine innere Unruhe）である。この内的不安は
決して消えることのない、神によって証が与えられるものである。人間がこの内的不
安を肯定するならば、内的不安は人間を本来の平安、つまり存在の実現へ連れていく。
このようにグァルディーニは、人間が神から呼ばれていることと心の内的不安と結び
つけることによって、内的不安が神から与えられたものであり、神との出会いに向け
1：1：1に出てくる「不安な心」（cor inquietum）について論じる。マクスザインによると、人間はこ
の心の不安（Unruhe）によって個人的に何かに励むが、この励みは心の志向（intentio cordis）を意味し、
心の志向は ad te（あなたに向かって）という用法として表れるという。
　　金子晴勇 , 前掲書を参考。金子氏は『告白録』に表れる心の概念が、「私の心」（cor meum）であり、
存在の全体であることを指摘しながら、それが万人に共通する一般的な意味を持たず、アウグスティ
ヌス個人の実存を示すと強調する（232頁）。そして金子氏はマクスザインの主張しているように、心
の不安が ad teすなわち神への対向性を引き起こしていることを認める（240頁）。このようにマクス
ザインは心の不安から、心の運動（ダイナミズム）や心の志向性としての ad teが、金子氏も心の不安
から神への対向性としての ad teが引き起こされると論じる。
（4）本研究において取り上げている先行研究のほかに、ad teと abs teの意味や不安な心の意味を紹介
する次のような研究がある。[1]Werner Schultz, Die Theologia Cordis bei Augustin und Schleiermacher, 
in Schleiermacher und der Protestantismus, 1957, S.105.; [2]James J. O'Donnell, Augustine :Confessions, 
Oxford:Clarendon Press, 1972, vol.II, p.13.; [3]荻野弘之「QUAERERE INVOCANS : アウグスティヌス『告
白録』冒頭における探究の構図」『東京女子大学紀要論集』40(1)，東京女子大学，1989，頁 7～ 9.; [4]
加藤信朗「大いなるもの―アウグスティヌス『告白録』冒頭箇所 (一・一・一 )逐語解の試み」『宗教
と文化』15、聖心女子大学キリスト教文化研究所，1993，13頁 .; [5]加藤信朗「アウグスティヌス『告
白録』における場所表現の存在論上の意味について」『聖心女子大学論叢』81，聖心女子大学，1993，
10頁 .; [6]加藤武「INVOCARE ―『告白』序章 I,i,1における」『中世思想研究』第 36号，1994，22-23頁．
（5）“Tu excitas, ut laudare te delectet, quia fecisti nos ad te et inquietum est cor nostrum donec requiescat in te.”
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られた人間共通の志向性であることを示している (6)。
　ハルナックは、「宗教は人のある素質 (Anlage)から生じ」、心の不安が人間に植えつ
けられたこの素質と関わると主張する。彼によるとアウグスティヌスがこの素質を「た
だ心の中にある神への傾向 (Richtung)」と記したという。この素質、すなわち神への
傾向は、神への賛美 (Lobpreis)であり、神を崇敬する衝動 (Drang)である。しかしこ
の傾向に最後まで従わなく、神の中に憩わないならば、心の奥底に不安を感じ、常に
不安である (7)。このようにハルナックは、心の不安を生まれながら植えつけられた神
への傾向や神崇拝への衝動のような素質として理解している。
　以上、不安を ad teと結び付けない研究について考察してみたが、両者とも心の不
安がそもそも神によって人間の中に規定されているものとして、神との出会いの中の
平安への欲求や神への聖なる衝動など、神に対する志向性を持っており、この志向性
をもった不安を通して人間の心を理解している。しかしこれらの研究は心の不安にお
ける志向性が『告白録』の中で具体的にどのように表れているのかについて触れてい
ない。次は不安を ad teと関連付ける研究について検討する。
　荒井は心の不安を「胸騒ぎ」と理解し、神によって揺り動かされるという積極的・
肯定的な意味をもつという。荒井は心の不安を『告白録』1:1:1全体の文脈の中で捉
えて、心の不安を褒め称え (laudare)、呼び求め (inuocare)、探し求め (quaerere)、語る
(loqui)ように駆り立てる胸騒ぎとして理解する。特に『告白録』における inquietus
の七つの用例 (8)の中で 13:9:10を取り上げて、この箇所の胸騒ぎ (inquieta)を上への
胸騒ぎであると強調している。荒井によると、1:1:1の ad teや cor Inquietumを思い起
こさせると指摘する (9)。このように心の不安を神によって揺り動かされる上への胸騒
ぎとして捉える荒井の論拠は、心の不安を『告白録』のほかの箇所と結び付けて捉え
ようとするところにおいては、グァルディーニやハルナックとは異なる。ところが心
の不安と ad teとの関連については詳しく論じない。
　マクスザインは 1:1:1の不安が Unruheの不安と規定し、それを Unrastの不安と区
分する。Unruheの不安は人間が自己の中で経験しているものとして、人間の内面の
奥底がどれほど実り多いかに気づかせ、人間を成長へ導く成長の力をもつ。そして人
間が分散することなく、統一性を保つようにする。これは落ち着きのない不安とは異
なる。これに反して Unrastの不安は Unruheの不安から絶えず逃亡しようとし、人間
（6）R. Guardini, Anfang: eine Auslegung der ersten fünf Kapitel von Augustins Bekenntnissen, Munchen : Kosel-
Verlag , 1953, S.21.
（7）アドルフ・フォン・ハルナック著・山谷省吾訳『アウグスティンの懺悔録』，岩波文庫，1938，49-52頁．
（8）荒井によるとこの七つの用例は次の箇所に出てくる。1:1:1、1:17:27、2:2:2、2:3:6、5:2:2、6:3:3、
13:9:10
（9）荒井洋一『アウグスティヌスの探究構造』，創文社，1997，45-54頁．
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をして自分の外に向かせ、何かを追い求め、どこかに去っていき、それで人間を分散
させる。マクスザインは不安（Unruhe）が人間実存の基礎概念（Grundkategorie）と
して、人間と神の人格的な関係 (Verhältnis)の中で現れるという。この関係は無限な
命の関係である。マクスザインによると、この心の不安（Unruhe）から心の志向（intentio 
cordis）が生じ、心の志向は ad teの表現の中に表れる。またマクスザインは、ad te
の反対勢力として、abs teも働くという。abs teは疎外と立ち去ることを引き起こし、
単なる有限な実存の境界の中に人間を巻き込む。それにもかかわらず不安（Unruhe）
はその境界を打ち破る力として現れる (10)。
　マクスザインは不安が人間実存の基礎概念であると理解することによって、不安を
人間内面の素質や傾向性として捉えている。ところが不安が神との関係の中で現れ、
発展していくようになるということは、神へ進む出発点が不安ではなく、神との関係
であり、その関係の中で不安が働くということである。マクスザインの論述は、不安
自体を神に向かう出発点とするハルナックとグァルディーニと異にする。そして不安
な心の具体的な表しとして『告白録』に多く表れる ad teと、その反対勢力としての
abs teを紹介したのは、心の不安の意味をより具体的に捕らえようとする試みとして
評価することができるであろう。しかし『告白録』に多く表れる ad teと abs teの用
例を分析しないため、『告白録』における ad teと abs teの用例を通して見られる心の
不安を詳しく解明しているとは考えられない。
　これに対して金子は、『告白録』に表れるいくつかの ad teと abs teの用例を分析す
ることによって不安の意味をより具体的に表している。『告白録』1:1:1の不安は「心」
概念の根本規定であり、神との関係の喪失によって生じたもの (11)、すなわち自己の
頽落存在に根ざしていうものである (12)。しかしこの不安は人間に対する神の呼びか
けの声によって感じられ、この不安によって abs teの人間は、ad teという対向性の自
覚にもたらされるが、in teという神との邂逅や回心によって、人間存在の ad teが完
成され、心の不安は満たされる (13)。
　「人間の現実は神から離反した abs teとして頽落した非本来的自己の状態にある。
しかるにこの自己は、神からの呼び求め（invocare）に応じて神に呼びかける（vocare 
te）呼応関係のなかに入りゆき、そこで人間の心は神と邂逅し、神のうちに安らぎを
見いだす。これが in teの状態であり、そこにおいて人間は本来的自己たる実存に達
する。この非本来的自己から本来的自己への道こそ ad teという心の神へ向かう歩み、
つまり神への対向である。この実存への歩みはキリストの道において発見されてい
(10) Anton Maxsein, op. cit., 1966, S.46-48.
(11) 金子晴勇，前掲書，246頁．
(12) 同上，255頁．
(13) 同上，241頁．
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る (14)。」
　このように金子は不安が人間の abs teによるものであるが、神の呼びかけによって
感じられるものである。そして不安が人間にして abs teから ad teに促し、in teを可
能にするという。こうして彼は不安な心が非本来的自己から本来的自己への変化が生
じる道として、永遠者との邂逅・対話・帰依といった出来事が生じる場として捉えて
いるのである (15)。マクスザインのように金子は、不安から ad teという神への対向性
が生じることを認めながら、『告白録』に表れる ad teの用例に限らず、さらに abs te
と in teの用例まで分析することによって、より具体的に不安と不安な心の意味を解
明したに違いない。
　ところが地上での In teを ad teの終着地として理解しているという点は、回心後オ
スティアでの魂の上昇と、記憶探求を通した魂の上昇のように、ad teが究極的な安
息に入るまで常に進行的であることを考慮していないため生じる問題ではないか。こ
のような観点は、『告白録』全体に広く分布している ad teと abs teの用例を部分的に
しか分析しなかったため生じた方法論的問題だと考える。
　以上、幾つかの研究について検討してみたが、本研究はこれらの研究を踏まえて議
論していく中で、さらにこれらの研究を通して出てきた問題、すなわち心の不安その
ものが神への対向性の出発点なのかという点と、不安と ad teとが結び付けられるか
どうかという点を確かめることにする。
3.『告白録』における abs te（a te）と ad te の用例分析 (16)
　本研究は、『告白録』において、“神から離れて”、“神から遠ざかって”など神から
の分離や堕落の意味を持つ abs te（a te）の 45箇所すべて（abs te：18箇所、a te：26箇所、
ab te:1箇所）と、“神に向かって”、“神のもとに”など abs te（a te）の反対の意味と
して神への帰還や上昇の意味を持つ ad teの 36箇所すべてと ad eum5箇所を分析する
ことにする (17)。
(14) 同上，245頁．
(15) 同上，232頁．
(16) in teは究極的には天上での安息を意味し、この世において ad teを完成するとは考えられないため、本
研究においては、ad te, abs te, in teの構図ではなく、ad te, abs teの構図を採択する。
(17) そのほかに a vultu tuo（1:18:20）、ab eo（4:12:18）、a lumine tuo（5:3:4）、ab illo（12:15:19）、ad deum (4.12.19
○a○b、13.13.14)、ad eum（4箇所 4:12:18、4:12:19○a○b○c）、ad aures tuas（4:5:10）、ad lucem（10:1:1）、
ad illum（10:7:11）などの箇所もあるが、内容の重複などの理由によって本研究においては省略する。
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3-1. abs te、a te の用例分析 (18)
① abs teは霊的死を意味する。（2.2.2、2.2.4、4.15.26）
　　「あなたから（a te）離れて死につつある（morientem）私」（1.13.20）、
② abs teは神に対する人間の不貞を指す。この不貞というのは神を愛していないこと
（1.13.21○a (19)）や、この世への友情（1.13.21○b）や、神の外から純粋で確かなもの
を探すこと（2.6.14○a）や、占い師のように虚構をあえぎ求めること（4.2.3）や、
一時的で無意味ないたずらと汚い利益を愛すること（5.12.22）などと関係がある。
　　「私はあなたを愛していませんでした。そしてあなたから遠ざかって（abs te）不
貞を犯していました（fornicabar ）。」（1.13.21）
③ abs teの原因はこの世における快楽（1.14.23）や虚栄（1.18.28○a）、傲慢（7.7.11、
8.10.22）、自分の重さ (肉の習慣、pondus hoc consuetudo carnalis 7.17.23)、被造物の
美しさ（10.27.38）、肉の欲（10.35.54）、手（13.1.1）などである。
　　「私たちがあなたから（a te）離れるようになった原因である伝染病のような快楽
から（a iucunditate pestifera ）」（1.14.23）
④ abs teは空間的概念ではなく（neque enim locis）、神の似像としての人間存在の変
質を意味する。それは欲情（暗闇）の中にいること（1.18.28○b）や、神に似てい
ないこと（12.7.7、7.10.16）や、人間の存在が神の中で変わっていない（7.10.16）
ことと関係がある。つまり被造物としての神の似像からかけ離れた堕落している姿
という意味での abs teである。
⑤ abs teの人間は悲しみ、傲慢、落胆、不安、怠慢などの状態にある。（2.2.2）
⑥ abs teは神を間違って模倣する（Peruerse te imitantur）ことと関わる。（2.6.14○b）
⑦ abs teは、人間が神から離れることであって、神の全能さ（2.2.3）や言葉や（2.3.7）
支配（2.6.14、4.9.14、5.2.2○b）や監視（5.2.2○a）が人間から離れたわけではない。
⑧ abs teは、神の法から（a lege tua）逸脱することを意味する。（2.5.10）
⑨ abs teは人生の彷徨いである。
　「私の神よ、私はあなたから（abs te）流れ出て、彷徨いました（erraui）。」（2.10.18）
⑩ abs teは神の道ではなく自分の道を愛し、神からの逃亡を愛することである。（3.3.5）
⑪ abs teは遍歴の旅である。貧しく悲惨な人生（3.6.11）、欲情の人生（4.16.30）であり、
神より自分自身に近い（10.5.7）ことを意味する。
　　「それゆえあなたから離れて（abs te）遍歴の旅をしている間（quamdiu peregrinor）
は、私はあなたにより私にもっと現実的です。」（10.5.7）
(18) 本研究においては、字数の制限の故、一部の箇所のみに限って引用する。原文は次のテクストを引用し、
訳は私訳である。L.Verheijen(ed.), SANCTI AVGVSTINI: CONFESSIONVM LIBRI XIII, Brepols,1981.
(19) 同じ箇所に複数の用例がある場合は○a○b○cで区分する。
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⑫ abs teを防ぐことは教会の中で養われることと関係がある。（4.16.31）
⑬ abs teの人生は不便である（dura sunt omnia）。（6.16.26）
⑭ abs teの人間は古い自分を殺さないため、永遠を味わえない。アウグスティヌス
は外部で喜びを求める人々とはちがって、自分は古い自分を殺したところで（ubi 
sacriﬁcaueram mactans uetustatem mea）、神の永遠を味わい始めたと告白する。（9.4.10）
⑮ abs teは安全な場所を失うことであり、神から人間存在の分散（dispersio）（2.1.1）
を意味する。
　　「…私の魂の安全な場所を見つけることができません。あなたの中においてでな
ければできません。あなたによって分散された私は集められ (20)（conligantur sparsa 
mea）、私に属するいかなるものもあなたから（a te）離れ去ることはありません。」
（10.40.65）
⑯ abs teはもっと劣っているものに向かう意志の運動（motusque uoluntatis）である。
このような意志の運動は罪と過ちである。（12.11.11）
⑰ abs teは神ご自身の啓示が示されないことや自分に傾くことや神の永遠に参加する
神の家ではないことと関わる。（12.15.19）
⑱ abs teの人間は光である神に付き従わず、暗闇の生（uitam tenebrosae）を生きる
（13.2.3）、暗闇の存在（8.10.22○a○b）であり、暗い深淵の中に去っていく混沌とし
た存在（13.34.49）である。
⑲モニカは自分の子供たちの abs teを防ぐために取り組む。(9.9.22)
3-2. ad te の用例分析
① ad teは、神の創造によって神に向けて生きる存在として規定されていることを示
す。しかし ad teの存在として規定された人間は不安な心を持つ。 (1：1：1)
② ad teは神によってのみ可能である。ad teを可能にするのは、神の法（1.14.23）、
神の不思議な力（4.4.7）、神と人間の仲介者（5.3.5） 、聖書の権威（6.5.8○b）、神の
恵み（10.4.5）、神の神聖（sanctitas tui 13.7.8）であり、人間の理性や力では成し遂
げることはできない。（4.15.26、5.14.24、8.3.8、10.42.67）
　「あなたは不思議な仕方で（miris modis）私たちをあなたに（ad te）振り向くよう
にします。」（4.4.7）
③ ad teは空間的意味ではない。（1.18.28）
(20)  J. J. O'Donnell, op. cit., vol.III, p.240. オドネルはこの表現を追放され、散らされていたイスラエル人た
ちが神によって集められることして理解する（イザヤ 11:12）。そしてオドネルは『告白録』1:3:3の「あ
なたは私たちを分散させず、一つに集めます」（ nec tu dissiparis sed conligis nos.）という表現が、神聖
な存在の物質的破片への分散と全体性への回復という新プラトン主義的キリスト教の概念であるとい
う（op. cit., vol.II, pp.21-22.）。
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④モニカはアウグスティヌスの ad teについて考える。（2.3.8）
⑤ ad teは純粋で確かなものを見いだすことを可能にする。(2.6.14)
⑥ ad teは赦しと癒しをもたらす。これは罪という病（peccatorum meorum languoribus）
の癒しや、悲しみの不幸からの癒しである。（2.7.15、4.7.12、5.12.22）
⑦アウグスティヌスの ad teを促した最初の動機はキケロ（Marcus T.Cicero）のホル
テンシウス（Hortensius）である。ホルテンシウスを読んでから、アウグスティヌ
スは感情と祈りが変わり、ad teの欲求と熱望を持つようになる。この感情の変化と、
ad teへの欲求と熱望は、この世的な希望を捨て、知恵の愛、すなわち哲学への愛
を意味するのである。（3.4.7○a○b、3.4.8）
⑧物体に対する間違った想像は ad teを妨げる。（4.15.26）
⑨被造物の ad teと被造物を通した ad teは魂の神秘的な上昇 (21)などと関わる。（5.1.1○a, 
5.1.1○b）
⑩ ad teは人（アンブロシウス）を通しても可能である。（5.13.23） 
⑪アウグスティヌスは自分が異邦人からの ad teを成し、黄金（プラトン哲学）に関
心を持つようになる。（7.9.15）
⑫回心以前、アウグスティヌスは神の美しさによる一時的な ad teを試みる。
　「しかし私はあなたの美しさによってあなたに（ad te）引き寄せられていました
が (22)、」（7.17.23）
⑬（アウグスティヌスの回心過程とアントニウスのad te）ad teは神の言葉（神託）によっ
て成し遂げられる。（8.12.29）
⑭（回心の時の ad te）アウグスティヌスはこの ad teにおいて妻やこの世のいかなる
希望も求めないことにする。 (8.12.30) 
⑮（エウォディウスの ad te）ad teを成し遂げた後、彼はこの世の官職を捨て、神の
みに仕えることにする。（9.8.17）
⑯ ad teは ,死の罠を意味する名誉や儲けや結婚への熱望を放棄し、神に依存するこ
とである。（6.6.9）
⑰ ad teは魂が情欲（10.30.42）や誘惑（10.34.52）から解放され、神に立ち帰ること
である。(10.30.42)
(21) 山田晶『アウグスティヌス：告白』, 中央公論社 , 1990, 159頁 . 山田氏によれば、物体的なものを通し
た魂の上昇は、アウグスティヌス的プラトニズムとして、物体的なものの中にある善と美とを発見し、
それを通して善と美の本源なる神に向かって上昇し超越していく。そして理性のない動植物や物体が
神を讃えるということは、彼らが直接神を讃えるのではない。それはその動植物や物体をながめる霊
的被造物がそれらのものが神の御業であることを発見し讃嘆する時、それらのものもその霊的被造物
の口を通して神を賛美することになる。（「詩篇」144：21）
(22) 7.17.23“sed rapiebar ad te decore tuo”これはアウグスティヌスがプロティノスの『エネアデス』に影響
され、回心以前の神秘的神認識体験を指す（山田晶，前掲書，245頁）。
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⑱アウグスティヌスは記憶を通して、そして記憶を超え、魂（animum meum）を通
して ad te（魂の上昇）を試みる。この魂の上昇の試みの結果は 10.26.37～ 10.27.38
に出てくるが、神への従順さ、神に対する愛という内面の変化が自分を超えて存在
し、同時に自分の中に存在する神への上昇、ad teを可能にしたということが分かる。
(10.8.12、10.17.26○a○b )
⑲ ad teは神の神聖によるものであり、最上の安息（ad supereminentem requiem）をも
たらす。（13.7.8、13.4.5）
⑳ ad teは存在への変化をもたらす。アウグスティヌスは ad teの人間が暗闇（tenebrae）
から光（lux）へ、地獄から神の光を受ける存在へ変化したこと（13.12.13、8.4.9）
について述べる。（8.10.22、13.5.6、13.12.13）
4. abs te(a te) と ad te の構図における心の不安と存在への欲求との関係
　上記の用例分析をもとにして、以下においては abs teと ad teの神学的な意味と心
の不安と存在への欲求との関係を解明する。
　① abs teと ad teという対照的構図において、その使われた用例を分析してみれば、
abs teと ad teは主に移動や距離や方向を表す単語とともに使われていることが分か
る。たとえば abs teとともに使われている主な単語には recedo（戻る、帰る）、eo（行
く）、peregrinor（旅して回る、遍歴する）、auerto（そらす、離反する）、foris（そとに）、 
longius（より遠い）、longe（遠く）などがあり、ad teと共に使われている主な単語に
は conuerto（向きを変える、回心させる）、redeo（帰る）、transeo（越えて行く）など
がある。これらの単語の意味からすると、absの人間と ad teを可能にする神との間に
はまるである場所や空間があるように見える。しかし人間と神との間には場所的、空
間的要素は存在しない。その両者の間には神の創造によって存在するようになった神
の似像としての人間が神の似像を失うことによって、神と人間の間に存在の隔たりが
あるだけである。abs teと ad teと共に使われた、上記のいくつかの単語は、場所的、
空間的隔たりではなく、この存在の隔たりを表しているのである。（3-1-④、3-2-③
参考）
　②この存在の隔たりを表す abs teは、霊的死（3-1-①）や神に対する不貞（3-1-②）
や神の法からの逸脱（3-1-⑧）や存在の分散（3-1-⑮）などを意味するが、神の全能
さや言葉や支配や監視（3-１-⑦）が人間から離れたことを意味するのではない。そ
して存在の隔たりとしての abs teは、快楽、虚栄、傲慢、自分の重さ (肉の習慣 )、
被造物の美しさ、肉の欲、自分の手（3-1-③）などが原因で生じるようになる。この
存在の隔たりを有する人間、absの人間は、もっと劣っているものに向かう意志の運
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動を持って（3-1-⑯）、自分の道を愛し、神からの逃亡を愛するが、（3-1-⑩）悲しみ、
傲慢、落胆、不便、怠慢などの状態の中で（3-1-⑤）、神より自分に近い人生、悲惨
な人生、情欲の人生を生きる遍歴の旅をし（3-1-⑪、彷徨い（3-1-⑨）、古い自分を
殺さないことによって、神の永遠に参与できない（3-1-⑭⑰）。このような人間は暗
闇の存在（3-1-⑱）であり、秩序を無くした混沌した存在（13.34.49）である。
　③しかし存在の隔たりを有する人間、abs teの人間は、もともと神の似像として、
神に向かう ad teの存在として規定されている。しかし神の中の安息という自分の場
を失って、無秩序になった人間は不安な心を持つようになる。（3-2-①、13.9.10）と
ころが不安な心を持つ人間は、「神の不思議な仕方によって」、心の志向性や神への対
抗性のような ad teの欲求をもつようになる（3-2-②）。ad teの欲求は、アウグスティ
ヌスが暗闇としての存在、abs teの存在を気に入らず、光としての存在、ad teの存在
になるため神に向かうことを願う（3-2-⑳）存在への欲求というアウグスティヌスの
内的関心として理解されうる。つまり ad teの欲求を、神と自分との間にある存在の
隔たりを超えゆき、失った神の似像を取り戻し、古い自分を殺すことによって非本来
の自己から本来の自己へ本質的に変わることを願う存在的変化への欲求として捕らえ
ることができるということである。
　④アウグスティヌスにとってこの存在への欲求はキケロ（Marcus T.Cicero）のホル
テンシウス（Hortensius）を読むことによって芽生える。アウグスティヌスはその書
物を通して、この世のすべての希望が無価値に見え、感情と祈りが変わり、ad teへ
の信じられない心の欲求をもって知恵の不滅さを熱望するようになった。（3-2-⑦）
そしてこの存在への欲求は、回心の時、神の amorの体験によって、abs teにおける
この世のいかなる希望も求めず、ad teを成すことにする宗教的決断として現れる。
（3-2-⑬⑭）
　⑤この存在への欲求は、情欲と誘惑から解放され、神に立ち帰ろうとし（3-2-⑰）、
死の罠を意味するこの世の名誉や儲けや結婚への熱望を放棄し、神に依存しようとす
る（3-2-⑯）禁欲的な傾向を持つ。そして存在への欲求は ad teを自力ではなく、仲
介者や神によって成し遂げることが出来るとともに（3-2-②）、ad teが罪の赦しと癒
し（3-2-⑥）をもたらし、至福の生につながり、究極的に神の中での最上の安息をも
たらす (3-2-⑲ )という救済論的な特徴を持つ。（10：42：67）無論アウグスティヌスは、
実際オスティアで理性の力による新プラトン哲学的な魂の上昇を経験し (23)（3-2-⑨）、
オスティアでの体験のように被造物を通した神秘的な上昇を認める（9.10.23）。しか
し自分の記憶力を超えて魂を通して魂の上昇（ad te）を試みた結論として（9.17.26）、
(23) 山田晶 , 前掲書 , 313頁の注 12と 315頁の注 4を参考にした。
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アウグスティヌスは、理性の力や記憶力による魂の上昇を強調するのではなく、神へ
の従順さ、神に対する愛という内面の変化、存在の変化と関わる事柄が自分を超えて
存在し、同時に自分の中に存在する神への上昇、ad teを可能にしたことを強調する。
（3-2-⑱）
　⑥『告白録』に現れるこの存在への欲求には、ミラノでの哲学的生活への回心の時
から、カッシキアクムでの哲学的生活まで持っていた、新プラトン主義の思想、すな
わち自力によって理性的な精神がイデア界への「上昇」が完成されるという思想は表
れない。そしてこの存在への欲求は、アウグスティヌスがキリスト教の信条と一致し
ない異教的なプラトン主義の事柄を捨てたことを示し、アウグスティヌスの思想の中
心が移動し、変化したことを意味すると考えられる。ブラウンが指摘したように、イ
タリアとタガステにいた 386～ 391年まで手に入れると考えていたアウグスティヌス
の確かな将来、すなわち古代世界のプラトン主義的理想は、約 10年後司教になって
書いた『告白録』の中にはもう失われた将来である (24)。
　⑦一方 abs teの存在への隔たりによって生じる心の不安から、ad teの存在への欲求
が引き起こされるかどうかは、そして不安な心そのものが神への対向性の出発点と
みなすべきかどうかは『告白録』において明確にされていない。しかし abs teと ad te
の用例分析を通して明らかになった存在への欲求こそ、不安な心の状態をよく表して
いることがわかる。つまり「神の不思議な仕方によって」、今も依然と経験している
存在の隔たりに気づき、それを忌み嫌い、同時にまだ完成していない存在の変化と究
極的な安息とを熱望するという全く対立している二つの感情の間で、激しく揺れ動く
心理状態が心の不安であり、その心理状態を ad teの存在への欲求が物語っていると
いうことである。このような不安は、上記で紹介した幾つかの単語を通しても確かめ
ることができる。recedo、peregrinor、forisなどの abs teの単語は、人間の現在の状態
を現すと同時に、非本来的自己を指す。そして conuerto、redeoなどの ad teの単語は、
本来的自己を示すと同時に、まだそれが現在の状態ではないことを指す。これは人間
がこの地上では、完全な abs teの克服と完全な ad teの成就を成し遂げることができ
ないことを意味し、この不確かさが心の不安を代弁するのである。この不安は、地上
での in teが ad teの終着地ではないため、常に ad teの過程にある進行形の不安であ
るが、究極的 in teを目指すため、目標と希望を伴う不安でもある。このような論拠
を通して、不安な心と ad teの存在への欲求とが密接に関わり、「神の不思議な仕方に
よって」心の不安が働き、その不安から ad teの存在への欲求が触発され、さらに増
していくのではないかと考えられる。
(24) P. ブラウン著・出村和彦訳『アウグスティヌス伝（上）』，教文館，2004，152-162頁．
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　⑧この議論からすると、不安と ad teとが結び付けられるかどうかという点におい
ては、心の不安と ad teが関わりを持つという荒井や、心の不安から神への志向性（対
向性）としての ad teが引き起こされると主張するマクスザインと金子の説が妥当だ
と考える。そして心の不安そのものが神への対向性の出発点なのかどうかという点に
おいては、心の不安自体を神に向かう出発点とするグァルディーニやハルナックなど
の主張より、神との関係の中で不安が志向性を持って働くようになるというマクスザ
インと神の呼びかけによって不安を感じられるという金子の論拠のほうが説得力があ
るように見える。
5. まとめ
　以上、abs te（a te）と ad teの用例を分析することによって、神の似像を失った abs 
teの存在の隔たりと、存在の変化と究極的な安息とを熱望する ad teの存在への欲求
との神学的な意味を解明した。そしてこの ad teの存在への欲求が心の不安を物語っ
ていることを通して、存在への欲求と心の不安とが深く関わり、心の不安から存在へ
の欲求が引きおこされることについて論じることができた。このような論拠が正しけ
れば、『告白録』全体を貫いて反復している abs te（a te）と ad teの構図を通して現れる、
非本来的自己の状態から本来的自己に向かおうとする ad teの存在への欲求と、abs te
と ad teの間の不確かな状態である心の不安とは、それぞれ『告白録』を理解するに
おいて、重要なアウグスティヌスの内的関心と心理的状態であるにほかならないであ
ろう。
